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ション学科 理学療法学専攻 助教 

専 門 領 域 理学療法学 学 位 称 号 修士(教育学).2010(平22) 

最 終 学 歴 2010(平22)熊本大学大学院教育学研究科教科教育専攻保健体育専修運動学（修士課程）修了 

資格・免許等 理学療法士免許（第49320号） 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

担当科目 運動療法学総論、運動療法学実習、基礎理学療法実習 

教育方法の実践例 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

教材の開発 

 

教育改善活動等 

・運動療法学総論学習効果を高めるための工夫 

 ①予習のため、サブノートを前週に配布し書き込みを課題とする。キーワードを選択する

練習とした。 

 ②理解度の確認のため、復習テストの実施 

 

・運動療法学実習学習効果を高めるための工夫 

 ①事例検討とグループワークの実施 

  講義形式は少なく、グループでの学習と発表の機会を増やし問題解決能力の向上を目的

とした。 

 

・基礎理学療法実習学習効果を高めるための工夫 

 ①触診を中心とした実技中心の授業展開 

  理学療法士に必要な触診の技術をつけるため、骨標本にセロハンを貼り、筋の起始・停

止をビジュアルで確認、その後教員がデモンストレーションで患者役学生の触診を行

い、体表にマーキングをして人体でのイメージをつかませる。その後、学生はペアで触

診とマーキングを実施。 

 

 

運動療法学総論サブノート（書き込み式） 

 

 
 

 

 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

平成 16年 4月～平成 18年 3月：医療法人社団寿量会 熊本機能病院 勤務 

平成 20年～現在まで：医療法人東陽会 東病院 非常勤勤務 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

《 平成１9年度～平成 23年度 》 

著  書  ・  学  術  論  文  等  の  名  称 

単著・ 

共著の

別 

発行所・発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 

発行又は 

発表の年月 



1.高齢者に行う握力測定の意義 

 

 

2.地域在住高齢者の握力値と身体機能との関係 

 

3.新人理学療法士が理学療法責任者に求めるリーダシップ

と職場満足度に対する調査 

 

4.地域在住高齢者の主観的経済状況感とQOLとの関係 

 
 

5.地域在住女性高齢者の身体組成と身体機能との関係 

 

6.入学前教育の試み－入学前ドリルを用いて－ 

 

学会発表 

1. 股関節外転筋の疲労が膝関節内方偏位量に及ぼす影響 

 

2. 垂直跳び能力に影響を及ぼす因子の検討 

共著 

 

 

共著 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

共著 

 

 

共同 

 

 

共同 

西九州リハビリテーショ

ン研究,VOL.3 

 

理学療法科学 26巻 2号 

 

西九州リハビリテーショ

ン研究,VOL.4 

 

西九州リハビリテーショ

ン研究,VOL.2 

 

理学療法科学 23巻 6号 

 

リハビリテーション教育

研究 16号 

 

第 63回日本体力医学会 

 

第 45 回日本理学療法学術

大会 

平成 22年 3月 

 

 

平成 23年 4月 

 

平成 23年 3月 

 

 

平成 21年 3月 

 

 

平成 20 年 12

月 

平成 23年 3月 

 
 

平成 20年 

 

平成 22年 

研究助成等  

学  会  及  び  社  会  に  お  け  る  活  動  等 

日本理学療法士協会 

佐賀県理学療法士会 

理学療法科学学会 

日本ヘルスプロモーション理学療法学会（評議員、2011～） 

日本臨床バイオメカニクス学会 

日本体力医学会 

 

 


